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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやす く記入の こと)

主にエコマテリアル選定手法に関す る研究を主 として行い、そこか ら派生 した環境経営

格付に関する分析、実際のエコマテ リアルであるエコセメントに関しての分析を実施 した。

これ らは循環型社会を構成する要素となる 「エコマテ リアル＝ ヒューマンマテ リアル」を

実際に運用するために必要不可欠な要素であると考 えられる。環境経営格付はエコマテ リ

アルを実際に利用するときに企業の環境経営の度合いを加味することによって、循環型社

会の構築に必要なグリーン調達に対応 させるための研究である。

特に現段階ではエコマテ リアルがコス ト的に優れていない場合には、企業は導入する意

義を見いだせないでいる。そのような問題に対 して、本研究では企業格付までを考慮に入

れたエコマテリアル選定手法を構築することによってエコマテリアルの実際の使用を促す

ための研究である。

具体的な活動実は下記の通 りである。

・ エコマテ リアル選定手法の構築に関する研究

金属材料ならびに高分子材料の特性データの収集、およびこれ らの材料の環境影響評価

を行った。環境影響評価手法 として、産業連関表を用いて環算負荷原単位 を把握 し、これ

を利用することによって個々の材料製造における環境影響を評価 した。評価対象とした材

料は全4440種 類である。環境影響評価結果は表1の 通 りとなった。また、図1の 様な最軽

量設計のための材料選択チャー トを作成 した。
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環境経営格付機構の下で行われた

企業の環境経営格付に関する結果に

ついての分析を担当した。その結果、

環境経営格付では主に定性的な情報

に寄って評価が行われているが、より

定量的な結果を用いなければ、企業の

環境効率が正しく判断されていない

ことが示された。また、格付結果手法

に定量的な情報を加味することによ

って、第三者による企業の環境経営格

付結果を検証することが比較適用になるこ

とが期待される。格付の結果はエラー！参

照元が見つかりません。の通 りである。

また、格付結果を分析 したところ、評価項 目により分散関係が異なることが判明 した。こ

の結果は、評価項 目自体が等価ではないことを示 してお り、 このままの結果を用いて格付

を行った場合には等価ではない評価項目が混在することになって しまうことが判明 した。

今後は検証可能な格付手法の構築を目指 し評価を行ってい く予定である。

・ エコセメン トに関するLCA分 析

エコセメン トとは、焼却灰などの廃棄物を原料 として利用す ることによ り、埋め立て処

分場の枯渇などの問題を解決するための新たな材料 として注目 を集めているものである。

しか し、エコセメン トではダイオキシン類の発生抑制 ・焼却灰中の重金属除去及び無害化

処理に、ポル トラン ドセメン トよりも大きなエネルギーが利用 されている。そのため、ポ

ル トラン ドセメン トとエコセメン トを新たに日本国内を対象にして開発 された被害算定型

手法であるLIMEを 用いて評価を行った。その結果、図 のようになり、焼却灰中か らの重
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金属流出の可能性を考慮に

入れた場合 には、人体健

康 ・生態系の質に関 しては

流出量に比例して低減でき

ることがわかった。そのた

め、エコセメン トを大量に

製造 し、有効に利用するこ

とにこれ らの被害を低減す

ることが可能となる。 しか

し、エネルギー消費につい

ては、ポル トラン ドセメン

トの法が優れているため、適切なエコセメン トの利用が必要であることがわかった。
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